



激化するのは、トリエント公会議を経た 1560 年代から 1630 年代のことである。15世紀から 18
世紀にかけて約 5万人が魔女として処刑された。その約 8 割が女性であった。 
　魔女狩りの時代、魔女を描いた版画、素描、絵画などの図像が数多く制作された。とりわけ
15世紀中頃に活版印刷術が発明されて以降、悪魔学書やビラに代表される印刷物が数多く出版
され、魔女の版画が挿絵として挿入されることによって、当時の人々に魔女の実在をいっそう確
信させることになった。C・ジーカが述べるように、視覚イメージは魔女を具象的に表象するの
に役立ち、視覚イメージを通して魔女はいっそう容易に周知のものになり、ステレオタイプ化す
るようになった。印刷物が普及したとはいえ、識字率が高くなかった前近代の社会において、視
覚イメージは重大な社会的・文化的な影響力を発揮したのである。また視覚イメージは、P・バー
クが述べるように、身体史や心性史に関する研究にも貢献するものであり、感情にも訴えかけて
くることがある。この意味で言うと、視覚イメージの研究は昨今注目されている感情史の研究と
も関連してくることになろう。 
　本報告では、15世紀中頃から 17世紀前半までに制作された魔女の図像を史料として使用し、
その表象を時系列的に分析することを通して、そこに見出される身体と感情の問題を検討した。
なお、ここで言う表象という言葉は E・サイードの「表象／代替」論をふまえて用いている。
15世紀中頃に著わされた写本、マルタン・ル・フラン『貴婦人たちの擁護者』とヨハン・ティ
ンクトール『ワルド派駁論』にはそれぞれ図像が挿入されている。前者には箒と棒に跨がり空中
飛行する女たちが、後者には雄山羊を崇拝する集団と箒に跨がったり悪魔に抱きかかえられて空
中飛行する男女が描かれている。魔女を想起させるイメージだが、彼らは本文中では異端である
ワルド派と表記されており、中世末にはワルド派が魔女の代替として表象されていたことがわか
る。悪魔と一緒に空中を飛行し、敬虔な身振りで雄山羊／悪魔を崇拝するワルド派／魔女のイメー
ジは、鑑賞者に嫌悪や恐れの感情を惹起したことであろう。 
　写本の鑑賞者は一握りの上流階層の人々に限られるが、15世紀後半以降発展した活版印刷に
よって制作された版画は不特定多数の人々に魔女のイメージを伝え、魔女に対する感情の集団共
有化をもたらしたと考えられる。魔女の図像が印刷本の挿絵として出現し始めるのは、1480 年
代から 90年代にかけてのことであり、その嚆矢はチロル伯の大法官であった法学者ウルリッヒ・
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モリトールが著わした『魔女と女預言者について』（1489年）であった。同書に挿入された六枚
の木版画は、天候魔術、悪魔との抱擁、空中飛行、動物変身等を行う魔女を描写したものである。
これらの木版画は、魔女が行う魔術の幻想性を主張したモリトールの意図に反して魔女の実在性
を強く主張するものとなり、その後の魔女のイメージの原型となった。16世紀前半にはデュー
ラーやバルドゥング・グリーンなどのドイツ系の画家によって魔女の図像は制作され、その淫ら
なグロテスクな身体表現で魔女のイメージのステレオタイプを形成していく。J-Cl・シュミット
が「中世の身振り」について述べたことは近世の図像に描かれた魔女の身振りにも当てはまる。
悪い身振りの典型は悪魔によって与えられるものであり、最も傲慢、ふしだらでおぞましいもの
とみなされたのだった。
　1560年代以降、魔女狩りが本格化するとともに魔女の図像も多く制作されるようになり、魔
女の残虐性、集団性、社会に対する潜在的な脅威が強調された。その典型例はボルドー高等法院
の評定官ピエール・ド・ランクル著の『堕天使と悪魔の無節操のタブロー』（1613 年）のサバト
の描写図に見ることができる。そこには魔女に対する恐れ、嫌悪の感情の肥大化を読み取ること
ができるのではないか。 
